
６．適用範囲(留意点)

本工法は、主に既設道路の拡幅および新設道路の工事に適用する。本工法の全
体安定が確保されれば、かなりの高さまで施工可能であるが、本マニュアルによ
り標準的に設計、施工できる高さを8m程度以下とし、それ以上の高さとなる場合
には専門技術者により十分な検討を行うものとする。
本工法は、次に示すジオテキスタイルを用いた補強目的に適用できる。
①盛土材が比較的良質な場合、引張補強材としてジオテキスタイルを使用し、盛
土本体のすべりに対してせん断抵抗を増大させ安定性の向上を図る。
②法面表層部にジオテキスタイルを転圧補助材として使用し、盛土の締め固めの
向上を図るとともに表層破壊やのり面侵食を防止する。
③ジオテキスタイルの不足分をアンカーによる補うこととする。

５．新技術の概要

本工法は、中山間地の農道の拡幅やﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝを埋設する場合を対象としており、
用地の有効活用、基礎工事の縮小や掘削土量の低減、工事規模の縮小、施工
期間の短縮が図られ、中山間地域の急峻な斜面上でのﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ・道路の用地を
確保するための工法である。また、自然環境問題に対しても有益な工法であり、
更に補強盛土工法は耐震性に優れており、盛土やﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの安全性、耐震性技
術の向上となる。つまり、本工法は補強盛土工法に加えて、ｱﾝｶｰ工法を併用す
る工法である。本工法を使用することにより、従来の補強盛土工法に比べて。ジ
オグリッドの敷設長が短くなり、地山の切土土量が低減される。また、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝを
埋設するにあたっては、ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの不平均力に対する防護工はジオグリッドに
よって施す。

４．工種区分

大分類 小分類

3.農道工 301.農道（道路）

6.管水路（ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ）工
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８．特許 -

９．実用新案 -

１１．備考

その他

農村工学研究所内で実物大の盛土での長期耐久性実験を実施
１０．実績

農水省

周辺環境への影響 従来技術より向上
掘削土量の低減、低品質な材料の
使用

施工性 従来技術と同程度 大型機械の使用が少ない

安全性 従来技術より向上 大型機械の使用が少ない

品質 従来技術より向上 耐震性がある

工程 - -
施工断面、掘削方法、ﾊﾟｲﾌﾟの
径などに依存する。

経済性(直接工事費) - -
施工断面、掘削方法、ﾊﾟｲﾌﾟの
径などに依存する。

工法名 ジオグリッドを用いたハイブリッドパイプラインシステム 重力式RC擁壁

概要図 －

７．従来技術との比較
新技術

比較する従来技術
（当初の工法・標準案）

比較の根拠
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